
【特集１】アチェ市民社会和

平会合の開催 

2005年9月23日～25日、早稲田

大学にてアチェ市民社会和平

会合が開催されました。この

会合にはどのような意義が

あったかなどについて特集し

ます。 

【特集２】2006，小型武器年

に向けて 

本年2006年は、国連小型武器

再検討会議が開催されること

から、小型武器勝負年と言わ

れています。国際的な規制の

進展に向けた市民社会の役割

について、特集します。 
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2006年春号 

 2005年9
月に、早

稲田大学

21世紀
COE「現
代アジア

学の創

生」との

共催で

「アジア

における信頼醸成と平和構築」をテーマ

にした国際シンポジウムを開催した。こ

の国際会議の主要な目的は、同年8月にヘ
ルシンキで締結されたアチェ紛争の和平

協定を受けて、それを完全な平和プロセ

スへと導く、アジア、日本、そして市民

社会の強い支援ネットワークを築くこと

であった。 

 パネリストとして、紛争当事者の一方

であるGAM（自由アチェ運動）指導者、
アチェ選出国会議員でインドネシア最大

のイスラム宗教団体ムハマディアの指導

者、紛争でもっとも被害を受けている市

民社会の指導者を招いた。さらに日本を

含めた近隣諸国からはアチェ紛争に懸念

を抱く弁護士や研究者らが参加して、和

平協定合意（MOU）の障害となる諸問
題、あるいはそれを遵守させる国際環境

の構築に関して討議がなされた。 

国際シンポジウムから半年を経て、

MOUの進展状況はどうなのだろうか。イ
ンターバンドのネットワークからは深刻

な知らせは届いていない。インドネシア

国軍とGAMとの多少の衝突は伝え聞く
が、GAMの武装解除と国軍・警察の撤退
は順調に進んだようだ。昨年12月末に
は、GAMが軍事部門の解散を宣言し、他
方でアチェ現地採用の兵士・警察官を残

してアチェから国軍・警察は撤退した。

前回の和平合意における最大の失敗要因

だけに大きな平和への一歩が進んだとい

よう。国際社会の関心を背負ったアチェ

監視ミッション（AMM）の役割が機能し
たものと思われる。 

シンポジウム会場の様子（©松浦） 

アチェの今後の平和プロセスの行方は、6月に予定され
ている地方選挙になる。GAMは政治団体として活動を行
うという。国軍は長年にわたる人権侵害行為に対する裁判

を恐れている。また、長年築いた利権を失いたくないであ

ろう。このような状況下で選挙が実施されるとなれば、当

然不正、脅し、殺人などの混乱が予期される。 

インターバンドは民主化支援、平和構築NGOとして、ア
ジアの市民社会とともに6月の地方選挙が「自由で公正」
に実施されるように支援したい。アチェ紛争の再発を阻止

しなければならない。そのためにもアジアの市民社会と協

力して日本政府や国際社会に働きかけたい。半年前の国際

シンポジウムはまさにそのための国際会議であったといえ

よう。 

3日目の第7セッションで司会を務

めた筆者（©松浦） 
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